
テロイドのひとつである20－ヒドロキシエクジソン

(20・HE）がグルタミン酸受容体機能に影響するか検討

した。 RGCは生後4 5日呂のウィスター系ラット

から MACSで分離後に約 1退問培養した。 NMDA,

AMPA及び kainateは濃度法存性に内向き電流を誘発

した。電流一電圧関係は 3謹ともに Mg2十非存在下で

誌記産線となったO 主主g2＋存在下では， N堕DA誘発電

流は－20mVより過分極側で抑制されたO 20-HEは
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N誼DA誘発電流を有意に抑制した。さらに， A描PA

及びkainate誘発電流も 20・宜Eにより軽震抑寄せされ

た。以上から，担ACSによ与分離培養した RGCにお

司いても地の中枢神経系ニューロンと同様の電気生理学

的・薬理学的特性を有するグルタミン酸受容体サブタ

イプが存在することが明らかになった。また， 20・HE

はNMDA誘発電流を抑制したことから神経保護物賓

となりうると考えられる。
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1. Involvement of the zinc-binding capacity of 

Sendai virus V protein in viral pathogenesis. 

（センダイウイルスV蛋白亜鉛結合能のウイルス病

原性に対する関与）

黄 誠

（室lj生医科学専攻・探索医科学講窪・ウイルス学〉

七ンダイウイルス（SeV）のV蛋白は，マウス僧体

でウイルス増殖を促進する機能をもっと考えられるo

V蛋自のC端には，この機詑に重要なシステインに

富んだ亜鉛結合モチーフをもっ特異領域がある。本研

究では，まずV特異領域に実際に亜鉛イオンが結合す

ることを明らかにした。また パラミクソウイルス亜

軒で完全に保存されている 7つのシステイン残基をひ

とつでも変異させれば亜鉛結合能は半分程度に抵下す

ることを示したO さらに，これらの変異のうち V・C341S

変異と V-C365R変異をもっウイルスをそれぞれ

cDNAから作製して，マウスに惑染させてウイルス増

殖能・マウスの体重減少を検討したところ，親株ウイ

ルスに比べて弱毒化しており，これらの弱毒化の程度

は， V特異領域を欠損させたウイルスと江ぼ同じで

あった。 SeVのV蛋白特異領域の亜鉛結合能は，マウ

スでのウイルス増殖f足進と病原性充進に関与すること

が明らかになった。

2. Combination of molecular mimicry and aberrant 

autoantigen expression is important for develop-

ment of anti-Fas ligand autoantibodies in patients 
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with SLE 

（全身性工リテマトーデスの拡 Fasリガンド昌己抗

体時産生には自己抗原の発現異常と分子提態が重要

である〉

三原祥嗣

（能生医科学専攻ー探索医科学講塵・皮書科学）

SLE患者から分離した抗 FasL自己抗体によるアポ

トーシス抑制機序と，提 FasL自己抗体の産生機序に

ついて解析を行った。FasL欠失蛋白を用いた抗 FasL

自己抗体のエピトープマッピング， Fas/FasLの立体

構造モデル， 1アミノ援を変異させた FasLによるア

ポトーシス誘導活性の検討より，民 FasL自己抗体は

FasLの活性部位の 1つである FasLアミノ薮162・169

を認識し， FasLによるアポトーシスの誘導を抑制し

ていることが示唆された。機生物由来の FasL様ペプ

チドによる結合抑制実験と SLE患者ワンパ球の FasL

発現の検討より， SLE患者における抗 FasL昌己抗体

の産生には， FasLと交差反正、を示す織生物の感染に

より FasL様ペプチドに対する抗体が産生されること

に患者リンパ球が過剰に FasLを発現しているため

分子擬態により抗体の交差反応が起こることが重要で

あると患われたっ

3. Effects of anticholinergic drugs on regional cere-

bral blood flow and memory in schizophrenic 

patients. 

（精樟分裂病患者における誌コ ＇）ン薬の局所脳血流

と記嬉に友ぽす影響）

森 和憲


